
なくてはならない！グランド⼯事にＩＣＴブルドーザ

効率的な現場の実現に�
⽋かせないＩＣＴ建機

今回の現場は、千葉県⼭武市の陸上競技
場の舗装⼯事。⽼朽化した天然芝のグラ
ンドを⼈⼯芝のグランドに改修する⼯事
だそうだ。施⼯するのは埼⽟県川⼝市に
拠点を置く(株)上伸体育施設様。導⼊の
経緯を専務取締役の根⽯元彰さんに聞い
た。「当社は、何度もＩＣＴ建機を導⼊
しています。従来型の建機と⽐べるとＩ
ＣＴ建機の⽅がコストは掛かりますが、
圧倒的に作業効率が良くなります。今回
の現場を、従来型ブルドーザで施⼯する
と杭打ちが150本ほど必要となります。
ＩＣＴブルドーザではこの杭打ちをゼロ
にすることができます。従業員の少ない
当社にとって、杭打ち設置作業が無くな
るだけでＩＣＴブルドーザを導⼊する価
値があります。少⼈数でも効率的に現場
を進めるためには、ＩＣＴ建機が⽋かせ
ないものになっています。」と教えてく
れた。
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出来る限り無駄を減らし�
安全に効率的な仕事を

「最少⼈数で施⼯を進める当社は、無駄
な作業をなくしたいと考えています。」
と根⽯専務取締役は話す。詳しく聞く
と、「例えば、機材をしまう⼿間ひとつ
でも減らして効率良くしたいですね。Ｉ
ＣＴブルドーザは杭打ち設置や確認など
の作業が削減されるからありがたい
ね。」と話した。導⼊した効果を聞い
た。「今回は、⾮常に精度が求められる
現場でした。設計図⾯に対して誤差1cm
以内の施⼯をしなければならなかったの
ですが、ＩＣＴブルドーザで何度も施⼯
してきて性能をよく理解していたから、
⼯夫ひとつで問題なく施⼯できたよ︕」
と笑顔で教えてくれた。最後に「これか
らの現場は仕上がりの精度も⼤事だけ
ど、どのように作業を進めて⾏くか⼯程
管理も⼤事にしていきたいです。作業員
の負担を軽減し、安全に効率的な仕事を
ＩＣＴ建機を導⼊することで実現したい
です。」と話した。
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